
供用中の有料道路 無料化された有料道路

通行料金（単位：円）

関門トンネル

路 線 名 国道２号

区 間
下関市椋野町～
北九州市門司区

道 路 規 格 －

設 計 速 度 －

延 長 ３,９２５ｍ

車 道 幅 員 ７．５ｍ（２車線）

事 期 間

欽明路有料道路 秋吉台有料道路 大島大橋有料道路 彦島有料道路 萩有料道路

路 線 名 県道岩国玖珂線 県道萩秋芳線 国道４３７号 県道福浦港金比羅線 県道萩秋芳線

区 間
岩国市錦見６丁目～
岩国市玖珂町丈六

美祢市秋芳町秋吉～
美祢市美東町赤

周防大島町小松～
柳井市神代

下関市彦島～金比羅町 萩市明木～萩市椿

道 路 規 格 ２種２級 ３種４級 ３種２級 ３種２級 ３種２級

設 計 速 度 ５０ｋｍ／ｈ ３５ｋｍ／ｈ ４０ｋｍ／ｈ ６０ｋｍ／ｈ ６０ｋｍ／ｈ

延 長 １２,８８６ｍ １０,７２１ｍ １,８７６ｍ ４,４５１ｍ １,１００ｍ

車 道 幅 員 ７．０ｍ（２車線） ５．５ｍ（２車線） ７．０ｍ（２車線） ７．０ｍ（暫定２車線） ６．５ｍ（２車線）

工 事 期 間 Ｓ４４．８～Ｓ４７．３ Ｓ４３．２～Ｓ４５．９ Ｓ４６．８～Ｓ５１．６ Ｓ４７．２～Ｓ５０．９ Ｈ元．９～Ｈ４．３

供用開始年月日 Ｓ４７．４．１ Ｓ４５．１０．５ Ｓ５１．７．４ Ｓ５０．９．３０ Ｈ４．３．２７

総 事 業 費 ３,５７８百万円 ８１０百万円 ９,９００百万円 ７,１００百万円 ３,５００百万円

事 業 主 体 山口県道路公社 日本道路公団 ※日本道路公団 山口県道路公社 山口県（道路公社）

無 料 化 年 月 日 Ｓ６２．７．１ Ｈ２．７．１ Ｈ８．６．１ Ｈ１７．９．３０ Ｈ２２．３．２０

※大島大橋有料道路は、Ｓ６２．６．１日本道路公団より山口県道路公社へ移管。

県内には、現在供用中の有料道路の他にも６路線の有料道路がありましたが、すでに無料化されております。関門トンネル県内には、高速自動車国道の他に１路

線の有料道路があり、生活道路、産業道

路、観光道路等として利用されています。

有料道路は通行料金によって道路の

建設・維持管理を行うものであり、受益者

負担の考えに基づいています。

有料道路制度を活用することにより、短

期間で道路を建設出来るというメリットがあ

ります。

原動付自転車
軽車両・自転車

150 250 400 100 20

普通車 大型車 特大車 軽自動車

工 事 期 間 Ｓ１２．５～Ｓ３３．３

供用開始年月日 Ｓ３３．３．９

総 事 業 費 ５,６６４百万円

事 業 主 体 西日本高速道路(株)

秋吉台有料道路

（H2.7.1無料化）

萩有料道路

（H22.3.20無料化）

欽明路有料道路

（S6.7.1無料化）

彦島有料道路

（H17.9.30無料化）

関門トンネル

山口宇部有料道路

（H24.3.28無料化）

大島大橋有料道路

（H8.6.1無料化）

路 線 名

区 間
嘉川～

宇部南（暫定整備）
嘉川～

宇部東（４車線化）

道 路 規 格 ３種２級 １種３級

設 計 速 度 ６０ｋｍ／ｈ ８０ｋｍ／ｈ

延 長 １４,０００ｍ ８,４００ｍ

車 道 幅 員 ７．０ｍ（２車線） １４．０ｍ（４車線）

工 事 期 間 Ｓ４７．２～Ｓ５０．２ Ｈ９．１０～Ｈ１３．３

供用開始年月日 Ｓ５０．２．２７ Ｈ１３．３．１０

総 事 業 費 ７,１７８百万円 ６,０００百万円

事 業 主 体 山口県（道路公社） 山口県（道路公社）

無 料 化 年 月 日

山口宇部有料道路

Ｈ２４．３．２８

県道山口宇部線平成２４年３月２８日（午前０時）に、山口宇

部有料道路が無料化されました。

山口宇部有料道路は、県央部の主要幹線

道路として位置付けられ、昭和５０年に山口市

江崎～宇部市西際間の約１４ｋｍを暫定２車

線で供用開始し、山陽自動車道や一般国道２

号と一体となって山陽側の高速道路ネットワー

クを形成し、交通の円滑化に寄与しています。

山口宇部有料道路の無料化


